
28 
 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 
全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 岡本高宏・東京女子医科大学 内分泌外科・教授 

 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
（１）甲状腺がん登録作業を推進する。 
（２）甲状腺がん登録のデータを活用し
、①わが国の手術症例の現状を明らかに
する、②。予後情報を含めたエビデンス
の創出を推進する。 
（３）（２）の情報を広く公開する。 
 
Ｂ．研究方法 
（１）日本内分泌外科学会の甲状腺がん
登録に関する規定内容を参照するととも
に課題を抽出し、対策を検討する。 
（２）甲状腺がん登録について NCD と協
議する。 
 
Ｃ．研究結果 
1. 甲状腺がん登録の予後データとして

全国がん登録データの予後データを
反映させることについて：がん登録
に予後データを含めることの重要性
については論を待たないが、日本内
分泌外科学会としては各施設から予
後情報を追加登録する仕組みを目指
している。予後データ登録のための
システム構築について、NCD 事務局
およびNCDでのデータ管理を実質的
に担当されている慶應義塾大学医学
部 医療政策・管理学教室、山本博之
先生と協議を継続することにした。 

2. 症例登録内容の正誤確認について：
検証は行っていない。実施の必要性
に関しても学会内においては、未検
討である。 

3. 症例登録先について：上記のごとく
一 般 社 団 法 人 National Clinical 
Database に登録し、データ管理及びデ
ータ分析を依頼している。 

4. 非実施・非事業化について：該当な
し 

5. 登録事業に関する学会内での課題に
ついて：わが国の甲状腺癌診療は内
分泌外科だけでなく耳鼻科、頭頚部
外科においても行われているが、そ
れらの症例はNCDには登録されない
。NCD は非社員学会であっても登録
は可能とする見解であるが、耳鼻科
や頭頚部外科は学会としてNCDへの
登録を推進する意向にはない。また
、わが国の甲状腺がんの全体像を把
握するには非手術症例（甲状腺微小
癌や未分化癌など）の登録整備が今
後の課題である。 

6. 登録先の状況について：内分泌外科
領域のNCDへの登録症例数は年間約
23,000-25,000 例である。このうち甲
状腺悪性腫瘍（濾胞性腫瘍を含む）
の登録数は、およそ 9,500-10,000 例で
ある。甲状腺がん登録は、NCD の甲
状腺疾患ケース・リポート・フォー
ムに含まれるが、がん登録としての
項目数は 46 項目である。 

7. 短期間登録によるデータを用いての
臨床研究について：これまで実施の
経験はない。学会としての検討も行
っていない。臨床研究ではないが、
NCD 事務局と連携し、アニュアルレ
ポートの作成を行っている。本作業
は 2020 年 2 月の時点で COVID-19 の
影響により中断していた。その後、
断続的に事務局と交渉を行ってきた
が、2022 年 3 月のミーティングで方
針を確認し、作業を再開した。 

8. 通年登録に関する規定および登録デ
ータの利活用に関する学会内規定に
ついて：症例登録に関して明文化さ
れた規定はない。臨床研究の実施に
関しても規定はないが、NCD 事務局
とも協議し、わが国の甲状腺腫瘍診

研究要旨（甲状腺がん登録事業の現状と将来） 
 

わが国の甲状腺がん登録事業はNational Clinical Database（NCD）への手術
症例登録システムを利用して2015年から継続している。甲状腺がん診療の質向
上と一般国民への周知・啓蒙に向けて、そのデータを利活用する体制づくりの
現状と課題を明らかにし、併せて対策を検討した。 
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療ガイドラインの検証を目的とした
臨床研究を嚆矢として規定の具体化
を進めている。 

9. 登録データを活用した研究報告の、
一般国民向けの特設説明サイトにつ
いて：そのようなサイトは有してい
ない。まずは登録データを活用した
臨床研究の実施が先決である。その
実現後に一般国民に向けた、分かり
やすい情報の発信を学会内で検討す
る。 

 
Ｄ．考察               
 日本甲状腺外科学会が 2007年から休止
した甲状腺悪性腫瘍全国登録は、日本内
分泌外科学会が 2015 年から NCD 症例登
録に実装することにより、再開された。
そのデータの利活用はわが国の甲状腺が
ん診療の質向上に不可欠である。さらに
データに基づく有益な情報を広く国民に
提供することは専門職集団としての責務
でもある。その遂行に障壁となる課題は
多いが解決に向けた不断の努力を重ねる
覚悟である。 
 
Ｅ．結論 
 甲状腺がん登録事業の意義を国民とと
もに共有し、有効な活用に向けた体制を
整えてゆく必要がある。 

 
Ｆ．健康危険情報  
  特になし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
なし 

  
2. 実用新案登録 
なし 
  
3.その他 
   


